
-1- 

 
 

                                              

                                       

                                       

第

17
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、
「
第
17
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
に
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
証
人
が

公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
は
有
料
で
す
。 

※
公
証
人
は
父
島
の
み
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
９
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 
 

   
    
        
     
    
    
   
    
    
   

10
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
７
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
母
島
は
午
前
11
時
ま
で 

【
場
所
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 ◎
く
ら
し
の
法
律
教
室
（父
島
） 

 

〜
公
証
人
に
よ
る 「遺

言
公
正
証
書
作
成
の
す
す
め
」〜 

 

遺
言
は
自
筆
で
も
作
成
で
き
ま
す
が
、
公
証
人
の

作
成
す
る
遺
言
公
正
証
書
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
公
証
人
を
講
師
に
迎
え
、
分
か
り
や
す

い
説
明
を
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
10
日
（金
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 
 
 
 
 
 
 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/29現在 

父島 

100/100 

母島  

95.6/100 

５月気象状況    （父島） 

最高気温   28.0℃ 

最低気温   17.3℃ 

平均気温   22.4℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量   81.0mm 

住民基本台帳登録者数（6/1）                      

             2,457人 

             父島      母島               

  人口      2,003人   454人 
  世帯      1,086    235 

短期滞在者     20人       3人 

ＮＯ．５５４ 

平成21年(2009) 

７/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

 

 硫黄島訪島事業を実施しました  
 

第１３回硫黄島訪島事業を６月１３日から１６日にかけて実施しました。 

今年は、梅雨前線の影響で例年より上陸が困難な状況でしたが、１４日、１５日の２日間硫黄島に上陸することがで

き、ゆとりある墓参や里帰りを行うことができました。 

１４日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において島民慰霊祭を行い、その後、硫黄島旧島民の

方々は出身集落へ里帰り、その他の方々は天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行いながら、島内を回りました。  

また、旧島民の方々は、平成１４年度に村が建設した硫黄島一時滞在施設に宿泊し、当時の面影を懐かしんでおられ

ました。 

硫黄島訪島事業には、旧島民の方以外に硫黄島協会や父島・母島の一般村民、また、中学校２年生が学校行事として

参加しています。島内を旧島民の方々と巡り、中学生は硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うなど、有意義な訪島

になったことと思います。 

硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の帰島も許さ

れない現状にあります。 

村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨収集に積極的に協力してまいります。 

 小笠原中学校代表 追悼のことば   釜場（２０４設営隊）   母島中学校代表 追悼のことば  

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 
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長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者証と保険料について  
 

◎保険診療受診時の個人負担などについて 

「被保険者証」には医療機関の窓口で支払う負担割合が記載されています（１割または３割）。この負担割合は、平成 21 年度の

住民税課税所得等により８月１日を基準日として再判定が行われます。 

また、住民税非課税世帯の「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額認定証」も平成 21年度住民税の状況により更新されます。 

 「被保険者証」の負担区分に変更がある方や平成 21年度住民税が非課税の方に、７月末日までに新しい「被保険者証」「認定証」

が送付されます。変更や更新があった方は、８月１日以降の保険診療受診の際には、新しい「証」をご使用ください。 

※「被保険者証」等の交付予定について、６月現在の予定では、「被保険者証」は７月 17日以降に、「認定証」は７月 30日以降に 

郵送により送付される見込みです。 
 

◎保険料の確定賦課、徴収方法の判定 

平成 21 年度の長寿（後期高齢者）医療保険料の確定賦課（前年度の所得をもとにした確定保険料の算出）、徴収方法の判定が行わ

れます。７月末ごろまでに、今年度の確定した保険料の「賦課決定通知書」および「納付通知書」が送付されます。 

 保険料の納め方は、原則として年金が支給される際にお支払いいただく「特別徴収」となりますが、支給年金が少ない方などは、

年金からの天引きは行われず、納付書により納期限までにご自身でお納めていただく「普通徴収」となります。 

 なお、特別徴収に該当する方も、口座振替による普通徴収を選択できます。ご希望される方は手続きが必要ですが、変更の際の

特別徴収の停止には２か月以上かかりますので、お早めに手続きをお願いします。 
 

≪普通徴収の納付期限≫ 

                         ※納期限が閉庁日の場合、翌日以降、最初の開庁日が実際の 

                           納期限となります。           

                              

                              

                              
 

◎平成21年度の保険料の軽減措置 

保険料の軽減措置について、以前、村民だより４月号でお知らせしたところですが、その後の政府・与党とりまとめの「経済危

機対策」を受け、次のとおりとなりました。該当する場合には、軽減措置適用後の保険料が賦課されます。 

 ① 世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が、33万円以下の方 

   ※本来、均等割の７割軽減ですが、平成 21年度は 8.5割軽減されます。 

 ② ①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」の年金収入が 80 万円以下で、他に所得が無い（給与収入等がある

場合でも所得０円の場合）世帯の方 

   ※平成 21年度の均等割が９割軽減されます。 

 ③ 長寿医療制度に加入する直前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方 

   ※平成 21年度の均等割が９割軽減されます。 

 ④ 年金収入が 153万円以上 211万円以下の方（ほかに給与等の収入がある場合でも、所得で 91万円以下の場合には対象となり

ます） 

    ※平成 20年度と同様に所得割が５割軽減となります。 
 

◎ご注意ください 

 広域連合、区市町村などの職員と名乗り、不審な電話や訪問があった旨の情報がありました。 

【事例】 

 〇保険料の還付が生じたと言い、ネットバンキングの話を始める。 

 〇保険証の番号に誤りがある等の話をし、保険証の番号を聞き出そうとする。 

 〇療養費を給付するとウソを言って口座情報などを聞き出す。 

 〇「新しい制度のことで押印が必要」などと言い、不明な書類に押印を求める。 
 

これらは、「振り込め詐欺」等の犯罪につながる可能性があります。おかしいと思った場合は以下のように対処してください。 
 

○個人情報などを教えない。 

○相手の職員証などを確認する。 

○相手の名前や電話番号を聞いていったん電話を切り、折り返し、広域連合、またはお住まいの区市町村の長寿医療担当まで  

問い合わせる。 
 

◆問合せ先 東京都後期高齢者医療広域連合 ０３－３２２２－４４９９ 
 

◎広域連合お問合せセンターをご利用ください 

 「広域連合お問合せセンター」を設置しています。制度についてわからない点など、お気軽にお問い合わせください。 

なお、電話の場合、多数の問合せが寄せられ、一時的にかかりにくくなるときがありますのでご了承ください。 

【開設時間等】土・日曜日、祝日を除く平日の午前９時～午後５時       ０５７０－０８６－５１９（ハローコウイキ） 

                                  ＦＡＸ０５７０－０８６－０７５（ハロー75） 

                                     メールアドレス call@tokyo-kouikicenter.jp 

※個人情報や政策判断を伴う内容等にはお答えできません。 

●問合せ先 村民課住民係 ２-３１１３ 
 

 普通徴収（納付書または口座振替） 

第１期 ８月末日まで（平成21年８月31日） 

第２期 10月末日まで（平成21年 11月２日） 

第３期 12月 25日まで（平成21年 12月 25日） 

第４期 ２月末日まで（平成22年３月１日） 
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生
活
安
定
化
総
合
対
策
事
業 

  

東
京
都
で
は
、
一
定
の
所
得
以
下
の
方
の
生
活
安

定
に
向
け
た
総
合
対
策
と
し
て
、
都
が
指
定
す
る
職

業
訓
練
所
等
へ
の
紹
介
、
お
よ
び
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
方
へ
の
資
金
の
貸
付
な
ど
を
行
う
生
活
安
定

化
総
合
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

村
で
は
、
本
事
業
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
業
内
容
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
対
象
要
件
】 

本
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
次
の
①
〜
⑥
の
対
象

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に
限
り
ま
す
。 

 

①
世
帯
の
生
計
中
心
者 

 

②
単
身
世
帯
は
課
税
所
得
が
年
額
50
万
円
以
下
、

扶
養
者
が
あ
る
世
帯
は
生
計
中
心
者
の
課
税

所
得
が
年
額
60
万
円
以
下 

 

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
６
０
０
万
円
以
下 

 

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い 

 

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る 

 

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た
は
構
成
員
で
な
い 

 

【
相
談
窓
口
】 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
付
期
限

は
、
７
月
31
日
（金
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
ご
納
付
い
た
だ
か

な
い
と
、
延
滞
金
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
営
バ
ス
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合
わ

せ
、
土
・
日
曜
日
に
限
り
、
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
ま
す
。 

夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
扇
浦
線
（村
役
場
前
〜
小
港

海
岸
）の
み
で
す
が
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発

が
早
く
、
昼
も
運
行
し
ま
す
の
で
、
小
港
海
岸
、 

 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
な
ど
の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 ◎
夏
季
臨
時
ダ
イ
ヤ 

【
実
施
期
間
】 

７
月
25
日
（土
）〜

８
月
16
日
（日
） 

の
間
の
土
・
日
曜
日 

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
運
行
時
間
】 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前〜

小
港
海
岸
往
復
）
》 

 

○
村
役
場
前 
午
前
８
時
15
分
発 

 
 

〜
小
港
海
岸 
午
前
８
時
30
分
着
、
発 

〜
村
役
場
前 
午
前
８
時
45
分
着 

  

○
村
役
場
前 

午
後
１
時
30
分
発 

 
 

〜
小
港
海
岸 

午
後
１
時
45
分
着
、
発 

 
 
 

〜
村
役
場
前 

午
後
２
時
着 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
平
日
は
、
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
平
日
も

休
日
も
通
常
ど
お
り
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
無

い
様
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果 

 

６
月
８
日
（月
）に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
生
産

品
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
品
評
会
が
行
わ
れ
、
出
品
さ
れ
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
は
、
出
品
者

が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
後
、
形
、
色
づ
き
、

揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
総
合
評
価
を
行
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
審
査
項
目
に
お
い
て
高
評
価
を
得
た

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
金
賞 

小
笠
原
村
長
賞
】 

福
田 

亮
三
（
母
島
） 

【
銀
賞 

小
笠
原
支
庁
長
賞
】
小
松 

妙
子
（
母
島
） 

【
銅
賞 

農
協
組
合
長
賞
】 

上
川 

耕
治
（
母
島
） 

【
特
別
賞 

農
協
父
島
支
店
長
賞
】
友
野
農
園 

（
父
島
） 
 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

 
 

（
産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

特
別
天
文
講
演
会
の
開
催 

 

〜
星
を
は
か
る
、
地
球
を
は
か
る
〜 

  

７
月
22
日
に
国
内
で
は
46
年
ぶ
り
と
な
る
皆
既

日
食
が
小
笠
原
近
海
で
観
測
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
国
立
天
文
台
よ
り
講
師
を
招
き
「
特
別
天
文
講

演
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
日
食
の
話
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
星
の
位
置
の
測
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も

講
演
い
た
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
21
日
（火
） 

 
 
 
 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
７
月
23
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
講
師
】
田
村
良
明
（国
立
天
文
台
職
員
） 

 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

   

    

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】 

 

○
２
等
陸
・
海
・
空
士 

 

○
一
般
曹
候
補
生 

 

○
航
空
学
生 

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
〜
９
月
11
日 

 

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
つ
い
て
は
、
受
付
期
間

以
外
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
６
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
27
日
（月
） 
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午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑 

②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
、
居
住
証
明
書
な
ど
） 

③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原

村
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場

村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

野
羊
山
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

  

野
羊
山
の
指
定
ル
ー
ト
は
、
４
月
の
大
雨
に
よ
り

路
肩
が
崩
落
し
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
の
間
、
通
行
止
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

な
お
、
仕
事
な
ど
で
や
む
を
得
ず
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
十
分
に
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
等
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て

い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ

り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
根
付
き
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

          

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/

/w
w
w
.m
aff.g
o.jp/
pps/ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
海
上
保
安
庁
巡
視
船
「
い
ず
」
一
般
公
開 

 

横
浜
海
上
保
安
部
所
属
災
害
対
応
型
巡
視
船
「
い

ず
」
（全
長
１
０
０
ｍ
）
の
二
見
港
寄
港
に
伴
い
、
巡

視
船
の
一
般
公
開
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

 

船
内
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
二
見
桟

橋
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
７
日
（火
）
午
前
10
時
〜
正
午 

 

 ◎
「
海
の
安
全
運
動
」
の
実
施 

 

海
上
保
安
庁
で
は
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
海
で
の
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
「
海

の
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。 

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
行
う
際
は
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。 
 
 

 

 

① 

海
に
行
く
前
に
天
気
や
潮
汐
を
確
認
し
ま 

し
ょ
う
。 

 

② 

単
独
行
動
は
避
け
、
連
絡
手
段
を
確
保
し
ま 

し
ょ
う
。 

 

③ 

船
を
出
す
前
に
運
航
前
点
検
を
確
実
に
行
い

ま
し
ょ
う
。 

 

④ 

船
の
航
行
中
は
見
張
り
を
行
い
、
周
囲
を
確
認 

 
 
 

し
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
掛
け
ま 

し
ょ
う
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
実
施 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
〜
10
月
下
旬 

 
 
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
、
夜
間
６
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】 

平
成
22
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

銃
器
に
よ
る
弟
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

東
京
都
で
は
、
弟
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。 

 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
い
た
し

ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
駆
除
期

間
中
は
弟
島
お
よ
び
そ
の
沿
岸
２
０
０
ｍ
以
内
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
実
施
期
間
】 

７
月
３
日
（金
）
〜
７
月
17
日
（金
） 

午
前
５
時
〜
午
後
３
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
物 

 

◎
写
真
展
「
未
来
へ
は
ば
た
け 

ア
ホ
ウ
ド
リ
た
ち
」 

  

絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
火
山
島
の
伊

豆
諸
島
「
鳥
島
」
か
ら
安
全
な
聟
島
へ
誘
致
し
て
い

ま
す
。
そ
の
引
越
や
巣
立
ち
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。 

【
期
間
】
７
月
２
日
（木
）
〜
10
月
中
旬 

 

◎
特
別
展
「
小
笠
原
と
ア
ホ
ウ
ド
リ
（仮
題
）
」 

  

ア
ホ
ウ
ド
リ
の
生
態
や
小
笠
原
に
お
け
る
歴
史
、

聟
島
で
の
飼
育
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
期
間
】
７
月
15
日
（水
）
〜
10
月
中
旬 

 

【
そ
の
他
】 

○
７
月
９
日
（木
）
か
ら
８
月
27
日
（木
）
ま
で
は

毎
日
開
館
し
て
い
ま
す
。 

○
期
間
中
の
夜
間
開
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
街
中
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
葉
お
よ
び
生
塊
根
等
の
地

下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 
手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 
象 
物 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

 
 

出
港
１
時
間
前
〜 

平
日
（
午
前
８
時 

 
 
  
  

〜
午
後
５
時
） 

時 

間 
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電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
24
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

「
検
察
審
査
会
」
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

私
た
ち
が
交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た

と
き
、
そ
の
被
疑
者
（犯
罪
の
嫌
擬
を
受
け
て
い
る

者
）
を
裁
判
に
か
け
る
か
否
か
は
検
察
官
に
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
故
や
犯
罪
が
起
き
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
不
起
訴
に
し
た
場
合
、
被
害
者
は
納
得
が
い
か

な
く
て
も
自
分
で
刑
事
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を

国
民
の
目
か
ら
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。 

 

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
方
に
は
、
検
察
審
査
会
事
務
局
か
ら
質
問

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
第
一
検
察
審
査
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
８
７
７ 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
募
集 

 

社
協
で
は
村
民
の
健
康
維
持
増
進
を
図
り
、
世
代

交
流
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
（財
）
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
受
け
て
、
だ
れ
も

が
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
普
及
事
業
を
実
施

し
ま
す
。 

助
成
金
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
を
揃
え
、

会
員
に
用
具
の
貸
出
し
や
講
習
会
、
普
及
指
導
員
養

成
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

会
員
」
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
会
員
募
集
】
７
月
１
日
（水
）
〜 

【
受
付
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

【
年
会
費
】
１
０
０
０
円 

※
小
学
生
、
中
学
生
、
75
歳
以
上
は
５
０
０
円 

【
練
習
開
始
】
７
月
12
日
（日
）
午
後
３
時
〜 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場 

 

※
母
島
に
は
用
具
を
母
島
社
協
に
用
意
し
て
お
き
ま

す
。
条
件
が
整
い
し
だ
い
開
始
し
ま
す
。 

※
こ
の
事
業
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（長

寿
社
会
福
祉
基
金
）
の
交
付
金
に
よ
り
、
（財
）
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
が
助
成
し
て
い
る
も
の
で

す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会   

  
 
  
 

２
―
２
４
８
６ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

 

 

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』
が

今
年
は
８
月
９
日
（日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（
一
口
１
万
円
）
と
村
か
ら
の
補
助
金
に 

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
程
】 

 
 

                

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
」
の
各
イ

ベ
ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。 

【
申
込
期
間
】
７
月
16
日
（木
）〜
29
日
（水
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

 
 

福
本
信
孝 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保

健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
５
日
（水
）
午
後
６
時
〜 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

盆
踊
り 

野
外
映
画
会 

 
 

フ
ラ
オ
ハ
ナ 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま 

す
。 そ

こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な
た

の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
20
回 

季
節
の
料
理
を
作
る 

〜
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
〜 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
26
日
（日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）
、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
７
月
17
日
（金
） 

※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会   

  
 
  
 

２
―
２
４
８
６ 

８月 

野
外
映
画
会 

フ
ラ
オ
ハ
ナ 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会 

南
洋
踊
り 

＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

大
花
火
大
会 

盆
踊
り 

星
空
観
望
会 

ウ
ミ
ガ
メ
放
流 

小
笠
原 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

シ
マ
ア
ジ
放
流 

30
日
（日
） 

29
日
（土
） 

22
日
（土
） 

19
日
（水
）、
25
日
（火
） 

９
日
（日
） 

８
日
（土
）〜
10
日
（月
） 

５
日
（水
）、
12
日
（水
） 

４
日
（火
）、
13
日
（木
） 

１
日
（土
） 

１
日
（土
） 
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小
笠
原
商
品
券
の
有
効
期
限
迫
る
！ 

 
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
小
笠
原
商
品
券
も
、
有
効
期

限
（７
月
10
日
）
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。 

未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限

内
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

              

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
日
食
に
つ
い
て
知
り
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

〜
こ
れ
で
７
月
22
日
の
過
ご
し
方
が
わ
か
る
！
〜 

 

《
日
時
》
７
月
５
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

 

《
集
合
場
所
》
お
ま
つ
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

 
 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い 

 
 
 

服
装
、
は
さ
み 

 

【
海
上
保
安
官
に
な
り
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

 

〜
仕
事
を
体
験
し
な
が
ら
、
海
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
〜 

 
  

《
日
時
》
８
月
20
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

 

※
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
は
８
月
25
日
（火
）
に

延
期
、
ま
た
は
中
止 

《
集
合
場
所
》
海
上
保
安
署
玄
関
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
お
弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
濡
れ
て
も
良
い
靴
、
水
着
（
Ｔ 

 

シ
ャ
ツ
着
用
） 

 

 

《
協
力
》
小
笠
原
海
上
保
安
署 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

〜
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
！
〜 

  

《
日
時
》
８
月
31
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
40
分
〜
午
後
４
時
30
分 

 

《
集
合
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

 
《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

 
《
参
加
費
》
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い 

 
 
 

服
装
、
は
さ
み
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
あ
る
い
は 

 
 
 

１
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

 

《
協
力
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

【
予
約
方
法
】 

 

 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 

○
小
笠
原
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
み
箱
を
お
き
ま
す
。 

 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
１
日
（水
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

【
注
意
・
確
認
事
項
】 

 

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
行
事
保
険
（
開
催
者
負
担
）
に

加
入
し
て
い
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

                                       

                                       

 

 聟島列島北之島周辺海域の自主禁漁区の設定  
 

小笠原周辺海域では、根魚資源の減少傾向が顕著になってきているため、小笠原島漁業協同組合では、平成１０年より禁漁区を 
設定し、資源管理に努めてきました。 
平成１６年７月９日から禁漁区に設定してきた 北之島（一ノ岩を含む） を継続するとともに、５マイル浅根区域を加え、資源管
理をしながら大切にしていきたいと考えています。 

前回同様、船釣り・磯釣り・穴ダコ採補の自粛をお願いすることといたしました。禁漁期間は、今後の資源の回復状況を見なが

ら判断することとなります。また、資源を少しでも早く回復させるため、禁漁区に魚の放流を考えています。 
村民の皆様にも趣旨をご理解いただき、前回に引き続き、北之島周辺禁漁区での漁業資源の保護育成にご協力くださいますよう

お願いいたします。 
 
【禁漁区】 
≪北之島（一ノ岩を含む）≫ 

①北緯２７度４５分００秒 東経１４２度０８分５０秒 
②北緯２７度４２分３０秒 東経１４２度０８分５０秒 
③北緯２７度４２分３０秒 東経１４２度０５分００秒 
④北緯２７度４５分００秒 東経１４２度０５分００秒 

 

≪５マイル浅根≫ 

⑤北緯２７度４９分００秒 東経１４２度０１分００秒 
⑥北緯２７度４５分００秒 東経１４２度０１分００秒 
⑦北緯２７度４５分００秒 東経１４２度０５分００秒 
⑧北緯２７度４９分００秒 東経１４２度０５分００秒 

 

以上の４点で囲んだ範囲２か所とする。 
 
【禁止行為】 
①禁漁区内での船釣り・磯釣り 
②禁漁区内において上陸し、イセエビなどの漁業権内容物 
および穴ダコを採補すること 

 

● 問合せ先 小笠原島漁業協同組合 ２―２４１１ 

③ ② 
 

① 

⑤ 

⑥ 

⑦

⑧

④ 

小笠原を元気に！ 
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専
門
診
療 

 

◎
皮
膚
科
（
東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
３
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

４
日
（土
）
午
前
・
午
後 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
６
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

７
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

８
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

９
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

  
  
  
 

10
日
（金
）
午
前
・
午
後 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

※
父
島
の
受
付
表
は
、
午
前
８
時
か
ら
記
入
で
き

ま
す
。
母
島
で
は
、
受
付
時
に
お
名
前
を
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 
 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
30
日
（木
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
１
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 
 

２
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 
 

３
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 
 

４
日
（火
） 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
予
約
の
お
電
話
ま

た
は
ご
来
院
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
は
平
日

（
水
曜
日
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
の

間
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

【
場
所
】
※
皮
膚
科
・
産
科
・
婦
人
科
共
通 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
10
日
（金
）
午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
２
日
（木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 
母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

   
 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
６
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
28
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

講
演
会
の
開
催 

 

◎
高
血
圧
を
知
ろ
う
！ 

 

日
本
人
の
病
院
・
診
療
所
へ
の
通
院
の
原
因
疾
患

第
１
位
は
、
高
血
圧
で
す
。
誰
で
も
高
血
圧
に
な
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
高
血
圧

に
つ
い
て
と
こ
と
ん
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
高
血
圧
に
興
味
の
あ
る
方 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
23
日
（木
）
午
後
６
時
〜
７
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
27
日
（月
）
午
後
７
時
〜
８
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

７月の燃料油価格変動調整金  

 ７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 
翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 
単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

１  等  品 ８，３５４ （+290） 

２  等  品 ７，８３２ （+272） 

３  等  品 ７，３１０ （+254） 

０．１０トン以下 ８３７ （+29） 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下 ６３１ （+22） 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，０１０ (+230) ２，０１０ (+120) 

１ 等 ８，０１０ (+450) ４，０１０ (+230) 

村民割引 
（往復）２等 ５，２２０ (+300) ２，６２０ (+160) 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸
（
夏
期
料
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２４，３４０ (-760) １２，１７０ (-380) 

特 ２等 ３５，２８０ (-1,100) １７，６４０ (-550) 

１ 等 ４８，６８０ (-1,510) ２４，３４０ (-760) 

特 １等 ５５，５２０ (-1,720) ２７，７７０ (-860) 

特 等 ６０，９００ (-1,890) ３０，４５０ (-950) 

２等（学割） １９，４７０ (-610)  
２等 

（身体障害者割引）  １２，１７０ (-380)  ６，０９０ (-190) 
村民割引 
（往復）２等 ３２，８４０ (-1,020) １６，４３０ (-510) 

１  等  品 １４，９００ (-304) 

２  等  品 １３，８７１ (-283) 

３  等  品 １２，７６０ (-260) 

０．１０トン以下  １，４９３ (-30) 

貨
物
運
賃 小口貨物 

（１口） ０．０７５トン以下  １，１１１ (-23) 



  NO．554   平成 21（2009）年 7月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １１３ 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

2－3939 

夏は食中毒が起こりやすい時期です。正しい知識を身につけて、食中毒を予防しましょう。 
 

◎食中毒とは・・・ 

細菌やウィルス、化学物質に汚染された飲食物やフグの肝、毒キノコなどの有毒物を飲食することによって起こります。 
 

◎代表的な症状・・・ 

吐き気やおう吐、腹痛、下痢などの急性胃腸炎の症状や、しびれや麻痺などの神経障害などがあります。 

悪化すると死に至ることもあります。 
 

◎代表的な食中毒の原因物質 

サルモネラ、カンピロバクター、腸炎ビブリオ、 

腸管出血性大腸菌Ｏ157、黄色ブドウ球菌、 

ウェルシュ菌、ボツリヌス菌、セレウス菌、ノロウィルス 

其
の
三
「
十
分
に
殺
菌
す
る
」 

 

多
く
の
細
菌
は
加
熱
す
る
こ
と
で
殺
菌
で
き
ま
す
。 

食 中 毒 予 防 の 3 原 則 

其
の
二
「
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い
」 

多
く
の
食
中
毒
菌
は
温
度
が
高
い
と
増
殖
の
ス 

ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
す
。
食
品
を
冷
蔵
庫
に
し
ま

い
、
菌
の
増
殖
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。 

其
の
一
「
食
中
毒
菌
を
食
品
に
つ
け
な
い
」 

 

手
に
は
様
々
な
細
菌
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
肉
・
魚
介
類
等
の
生
鮮
食
品
に
は
、
食
中
毒
を
起

こ
す
細
菌
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食

品
を
扱
う
前
、
生
も
の
を
扱
っ
た
あ
と
は
必
ず
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
し
た
調
理
器
具
も

こ
ま
め
に
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

～ お弁当を作る時の 

      食中毒予防のポイント ～ 
 

～ポイント１～ 
 

◎しっかり手洗いをしてから調理にとりかかろう！ 

お弁当箱もしっかり洗おう！（特にパッキンの部分） 
 

～ポイント２～ 
 

◎十分加熱しよう！ 

十分加熱することで、ほとんどの食中毒菌は殺菌する 

ことができます。 
 

～ポイント３～ 
 

◎水気を十分に切ってから詰めよう！ 

水分が多いと、細菌が増える恐れがあります。 
 

～ポイント４～ 
 

◎お弁当は十分冷ましてからふたをしよう！ 

食べる直前まで涼しいところに置いておきましょう。 

保冷剤を活用しましょう。 

クジラ：うーん、どこに原因菌がいるかわかりませんね。日々の予防が大切なのですね。 
 

保健師：そうですね。もし嘔吐や下痢などの症状が出た場合、「きっとあれを食べたから

だ。」などと自分で原因究明はせずに、すみやかに診療所で受診してください。

原因は違うところにあるかもしれませんから。 
 

クジラ：わかりました。もし症状が出たら独断はやめて、専門家にお願いします！ 

 

お弁当に料理を詰める時、

主食３：主菜１：副菜２の

割合になるように詰める

と栄養バランスがいいん

だよね。 

 

食中毒を正しく知ろう！ 

 

特に夏場は細菌性の食中毒の発生が多くなります。 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
・
地
域
連
絡
会
議
の

合
同
開
催
〜 

  

村
民
だ
よ
り
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提
出
す
る
ま
で
に
、
あ
と
半

年
に
迫
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
の
科
学
委
員
会
は
現
地
開
催
と
し
、

地
域
連
絡
会
議
と
の
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

主
な
議
題
は
推
薦
書
お
よ
び
管
理
計
画
の
検
討
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
学
委
員
会
の
先
生
方
が

来
島
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
説
明
会
と
島
民
参
加
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。 

 

合
同
会
議
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
遺
産
登
録
に
伴
う
疑
問
点
や
質
問
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
「
第
10
回
地
域
連
絡
会
議
」 

 

 

「
第
２
回
科
学
委
員
会
」 

 

合
同
会
議 

 

【
日
時
】
７
月
10
日
（金
）
午
後
３
時
〜
６
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
議
題
】 

 

○
推
薦
書
の
検
討 

 

○
管
理
計
画
の
検
討
ほ
か 

 

※
公
開
の
会
議
で
す
の
で
、
島
民
の
皆
様
も
傍
聴

で
き
ま
す
。 

 

今
回
提
示
さ
れ
る
推
薦
書
（案
）
お
よ
び
管
理
計
画

（案
）
に
は
、
島
民
生
活
に
影
響
す
る
部
分
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
世
界
遺
産
登
録
と
暮
ら
し 

  

小
笠
原
諸
島
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
島

民
の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

管
理
計
画
の
中
で
暮
ら
し
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い

て
、
検
討
中
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、
島
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
、
今
後
も

検
討
を
続
け
て
い
く
も
の
で
す
。 

 

【
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
や
拡
散
防
止
】 

 
 

小
笠
原
の
特
異
な
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、

様
々
な
場
面
で
、
新
た
な
外
来
種
が
小
笠
原
に
侵

入
し
た
り
、
す
で
に
侵
入
し
た
外
来
種
が
、
ま
だ

侵
入
し
て
い
な
い
別
の
島
や
地
域
に
広
が
っ
た
り

す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

○
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
に
は
、
遺
棄
す
る
こ
と
の

無
い
よ
う
、
責
任
を
持
っ
て
飼
養
し
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 

○
母
島
に
渡
る
際
の
靴
の
洗
浄
等
島
間
の
外
来
種

の
侵
入
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
注
意
を
呼
び
か

け
ま
す
。 

○
農
業
用
の
苗
木
や
園
芸
用
の
草
花
・
植
木
を
島

内
に
持
ち
込
む
場
合
に
は
外
来
種
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
の
注
意
を
し
ま
す
。 

 

【
自
然
と
共
生
し
た
島
の
暮
ら
し
を
実
現
】 

 
 

島
民
が
自
然
と
と
も
に
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
を

持
続
的
に
営
み
、
ま
た
、
将
来
の
島
づ
く
り
を
担

う
人
材
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

  

○
自
然
と
共
生
し
た
島
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
情

報
提
供
や
意
見
交
換
の
場
を
広
げ
、
一
層
の
理

解
と
協
力
を
得
ま
す
。 

 

○
子
供
た
ち
が
、
小
笠
原
の
自
然
を
知
り
、
守
る

取
り
組
み
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

○
島
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
る
外
来
種
駆

除
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。 

 

○
遺
産
価
値
の
保
全
へ
の
配
慮
を
付
加
価
値
と
す

る
な
ど
、
自
然
と
共
生
し
た
産
業
の
振
興
を
進

め
ま
す
。 

 

【
適
正
利
用
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
】 

 
 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
貴
重
な
自
然
を

見
る
た
め
に
、
観
光
客
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
小
笠
原
で
は
こ
れ
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
利
用

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
自
然
体
験
活

動
を
通
じ
て
、
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

き
ま
す
。 

 

○
こ
れ
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
利
用
に
関
す
る
様
々

な
ル
ー
ル
を
、
今
後
も
継
続
し
て
守
り
ま
す
。 

 

○
自
然
ガ
イ
ド
付
き
の
利
用
を
推
奨
し
、
ま
た
、

ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

○
関
係
者
が
連
携
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
15
回
「
南
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
」 

  

南
硫
黄
島
に
も
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
い
ま
し
た
。 

 

南
硫
黄
島
は
、
直
径
約
２
㎞
、
標
高
約
１
０
０
０

ｍ
の
円
錐
状
の
島
で
、
平
ら
な
土
地
は
山
頂
部
の
２

畳
分
だ
け
で
す
。
種
子
食
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
多
数

の
種
子
を
付
け
る
立
派
な
樹
が
好
き
な
は
ず
で
す
。

立
派
な
樹
が
育
つ
に
は
深
い
土
壌
と
水
分
が
必
要
で
、

土
壌
を
維
持
す
る
に
は
、
急
傾
斜
地
は
向
い
て
い
ま

せ
ん
。
南
硫
黄
島
は
、
あ
ま
り
好
適
な
場
所
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。 

 

深
い
土
壌
と
水
系
が
あ
り
、
種
子
を
大
量
生
産
す

る
巨
木
が
生
え
る
平
ら
な
土
地
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん

が
生
活
し
て
い
る
場
所
の
過
去
の
姿
で
す
。
人
間
が

開
拓
し
や
す
い
場
所
と
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
好
む
場
所

は
、
同
じ
な
の
で
す
。
広
く
、
平
地
の
あ
る
父
島
や

母
島
は
ヒ
ト
に
も
ハ
ト
に
も
魅
力
的
な
場
所
な
の
で

す
。 

 

港
湾
か
ら
遠
か
っ
た
た
め
か
、
開
拓
の
影
響
が
少

な
い
平
ら
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
父
島
の
東
平
と
、

母
島
の
石
門
で
す
。
現
在
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
繁
殖
地

と
し
て
最
も
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

東
平
と
石
門
は
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
に
と
っ
て
は
本
来

「
特
別
な
場
所
」
で
は
な
く
、「
過
去
の
生
息
地
の
片

鱗
」
な
の
で
す
。
似
た
場
所
を
好
む
ヒ
ト
と
ハ
ト
、

仲
良
く
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。 

  

川
上
和
人
（
森
林
総
研
主
任
研
究
員
） 

 

          

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

笑
う
ニ
タ
リ
？
似
る
ニ
タ
リ
？ 

 

皆
さ
ん
も
良
く
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
で 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
主
な
鯨
類
は

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
、
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
４
種
類
で
す
。

一
方
、
小
笠
原
海
域
で
目
撃
記
録
の
あ
る
鯨
類
は
約

20
種
類
。
地
球
上
に
は
約
80
種
類
の
鯨
類
が
生
息

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
４
分
の

１
が
小
笠
原
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま 

す
。 さ

て
、
前
述
の
４
種
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な

い
頻
度
な
が
ら
も
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
と
い
う
種
類
が

沖
合
で
目
撃
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
た
か
も

ニ
タ
リ
と
笑
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
が
和

名
の
由
来
と
聞
く
と
、
何
だ
か
そ
れ
っ
ぽ
く
聞
こ
え

ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ

を
漢
字
で
書
く
と
「
似
鯨
」
。
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
と
混
同

さ
れ
て
い
た
り
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
も
似
て
い
る
、

と
い
う
事
で
「
似
た
り
ク
ジ
ラ
」
↓
「
ニ
タ
リ
ク
ジ

ラ
」
と
い
う
和
名
に
な
っ
た
そ
う
な
。
高
知
県
土
佐

で
は
カ
ツ
オ
と
泳
ぐ
姿
が
良
く
見
ら
れ
る
こ
と
か 

ら
、
カ
ツ
オ
ク
ジ
ラ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
過
去
に
小
笠
原
近
海
に
生
息
す
る
ニ
タ
リ
ク

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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ジ
ラ
を
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ク
ジ
ラ
と
命
名
す
る
案
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
定
着
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。 

ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
の
大
き
な
特
徴
は
頭
部
に
あ
る
３

本
の
稜
線
（図
参
照
）
。
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
以
外
の
ナ
ガ

ス
ク
ジ
ラ
類
の
頭
部
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
稜
線
が

１
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
を
見
た
り

写
真
に
撮
れ
た
り
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
分
布
や
生
態
を
解
明
す
る
た
め
の
貴

重
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ニ
タ
リ
ク
ジ

ラ
で
な
く
と
も
、
正
体
不
明
の
鯨
類
で
も
何
で
も
大

歓
迎
で
す
。 

                  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
98 

 

―
稚
ガ
メ
の
「
ふ
化
期
」
に
入
り
ま
し
た
！
― 

 
 

小
笠
原
で
は
、
現
在
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期 

真
っ
只
中
。
親
ガ
メ
が
、
夜
な
夜
な
重
い
体
を
引
き

ず
っ
て
産
卵
に
勤
し
ん
で
い
る
か
た
わ
ら
、
砂
中
で

は
稚
ガ
メ
た
ち
が
「
ふ
化
期
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

た
ま
に
、「
砂
の
中
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
は
、
上
か
ら

踏
ん
で
も
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
る
声
を
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
巣
の
深
さ
に
も
よ
り
ま
す
し
、
ま

し
て
砂
か
ら
脱
出
直
前
の
稚
ガ
メ
の
頭
上
に
は
空
洞

が
で
き
て
お
り
、
踏
み
抜
き
の
危
険
性
は
十
分
に
あ

り
ま
す
。 

「
ふ
化
期
」
は
10
月
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
す
。
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
巣
の
真
上
に
３
本
棒
を
立
て
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
他
の
親
ガ
メ
が
倒
し
た
り
、

悪
気
な
く
人
が
抜
い
た
り
、
父
島
列
島
だ
け
で
も
38

箇
所
あ
る
産
卵
浜
の
調
査
が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
巣
の
上
に
３
本
棒
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

踏
み
抜
き
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
産
卵
巣
を
見

つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
一
歩
引
い
て
観
察
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

              

 

◎
海
洋
セ
ン
タ
ー
育
ち
の
カ
メ
、
高
知
で
確
認
！  

 

今
年
３
月
、
父
島
で
１
年
育
て
放
流
し
た
子
ガ
メ

が
高
知
県
の
大
月
町
で
確
認
さ
れ
た
と
い
う
連
絡
を
、

日
本
全
国
の
標
識
を
管
理
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ウ

ミ
ガ
メ
協
議
会
よ
り
受
け
ま
し
た
。 

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
の
は
ダ
イ
バ
ー
の
方
で
、
見

つ
か
っ
た
の
は
２
０
０
３
年
生
ま
れ
の
６
歳
に
な
る

カ
メ
で
し
た
。
直
接
連
絡
を
取
る
と
、
逃
げ
る
こ
と

な
く
休
憩
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
と
、
詳
細
を
写

真
付
き
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

触
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
ろ
足
に
つ
い
て
い
る
小

さ
な
標
識
の
番
号
が
写
真
撮
影
で
き
る
ほ
ど
近
づ
い

て
も
、
カ
メ
は
逃
げ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
し
て
、
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
は
、
６
月
に
同

じ
海
域
の
浅
瀬
で
こ
の
カ
メ
が
、
他
の
ダ
イ
バ
ー
の

方
に
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
岩
場
で
海
藻

を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
、
近
づ
い
て
も
逃
げ
な
か
っ

た
と
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
標
識
を
装
着
し
た
カ
メ
が
、
本

土
の
沿
岸
で
確
認
さ
れ
る
事
例
は
、
年
間
20
件
ほ
ど

あ
り
ま
す
が
、
定
置
網
に
入
っ
て
い
た
り
、
死
亡
漂

着
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
定
置
網

に
入
っ
て
も
生
存
し
て
お
り
、
再
度
放
流
さ
れ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
朗
報
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
自
然
な

形
で
確
認
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
今
後
一
層
増
え
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

                  

◎
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
、
よ
り
深
く
知
っ
て
い

た
だ
く
夜
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
好
評
開
催
中
で
す
。
産

卵
期
は
本
番
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
は
「
ふ
化
期
」
が

始
ま
り
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
え
ば
、
人
工
ふ
化

の
稚
ガ
メ
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

開
催
日
は
入
港
日
で
す
。
皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】 

 
 

７
月
２
日
（木
）
、
９
日
（木
）
、
15
日
（水
）
、 

 
 
 

  
  
 
 

21
日
（火
）
、
28
日
（火
）
、
31
日
（金
）
、 

【
時
間
】
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

【
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
展
示
館 

【
費
用
】
村
民
大
人
（中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円 

小
学
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

７
０
０
円 

【
定
員
】
１
回
15
名 

※
要
予
約 

 

参
加
者
全
員
に
ウ
ミ
ガ
メ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！ 

     ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b
onin
-oce
an.net 

          

３本棒（カメの巣注意） 

ニタリクジラとそれ以外のナガスクジラ類の 

頭部を上から看た模式図 

ニタリクジラ ナガスクジラ 

高知県で確認された父島から放流したウミガメ 



グラウンドゴルフ会員募集開始

入港日

母島乳幼児計測会 男の料理教室申込締切

定期予防接種

タートレクチャー（父島 9,15,21,28,31）

ビジターセンター写真展（～10月中旬） 出港日

高校図書館開放

都議会議員選挙告示

皮膚科専門診療（母島 ～4）

弟島ノヤギ駆除（～17）

都議会議員選挙期日前投票（母島 ～10、父島 ～11）

高校図書館開放

出港日 入港日

日食について知り隊！ 特別天文講演会（母島）

皮膚科専門診療（父島 ～10）

ヘルスアップ教室（父島）

母島巡回労働相談

特別天文講演会（父島）

海上保安庁巡視船「いず」一般公開 講演会「高血圧を知ろう！」（父島）

出港日

電話による無料法律相談

入港日

くらしの法律・税金相談、遺言相談（～10） 村営バス夏季臨時ダイヤ（～8/16）

粗大ゴミの日（母島） 高校図書館開放

第10回地域連絡会議・第2回科学委員会 合同開催 男の料理教室

くらしの法律教室（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

「小笠原商品券」有効期限 母島森林生態系保護地域入林受付

講演会「高血圧を知ろう！」（母島）

都議会議員選挙繰上投票日（母島）

高校図書館開放

ヘルスアップ教室（母島）

出港日

都議会議員選挙投票日（父島）

産科・婦人科専門診療（母島）

入港日

ビジターセンター特別展（～10月中旬） 固定資産税納付期限15 水

1 水

7 火

8 水

9 木

13 月

14 火

11 土

12 日
29 水

28 火

31 金

30 木

木

27 月

日

金

25 土

26

18 土

19 日

20 月

21 火

月6

木

金

2

3

日付 曜日 行　事　予　定

4 土

行　事　予　定日付 曜日

16 木

水

17 金

10 金

24

22

23

5 日

入・出港日

入・出港日

海の日



 

 “
日
本
の
南
”“
日
本
の
東
”
な
ど
、
天
気
予
報

で
は
よ
く
耳
に
す
る
表
現
で
す
が
、
皆
さ
ん
は

こ
れ
ら
の
用
語
が
実
際
に
ど
の
辺
り
を
指
し
て

い
る
か
を
ご
存
知
で
す
か
？
 

台
風
に
備
え
、
気
象
情
報
な
ど
で
用
い
ら
れ

る
海
域
名
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

 




